
2017～2018年度 R Iテーマ 

【第1402回例会次第(2017年7月第4週)】 

7月3日のMakeUp後の出席率 85.00％ 

No．1360 

【第1401回例会記録(2017年7月第2週)】 

日時：2017年7月10日(月) 12：30～ 

会場：米子全日空ホテル 

出席率  64名[内免除3名] 中 47名 77.05％ 

ビジター 0名  

米山ＢＯＸ ２，５７４円（累計 ３，５０２円） 

RI会長 :ｲｱﾝH.Sﾗｲｽﾞﾘｰ.(ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 池上正(倉敷南) 

 会長：吹野正和 幹事：音田猛 雑誌･会報：谷川洋二  

ロータリー： 

変化をもたらす 

１. 開会点鐘             

２．「四つのテスト」斉唱 

３．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．幹事報告 

  Ａ．例会変更のお知らせ           ビジター受付 

    米子東RC…7/26（水）夜間例会       あり 

    米子中央RC…8/10（木）移動例会      あり   

  Ｂ．北部九州豪雨災害被災者に対する義援金のお願い         

６．委員会報告 

  Ａ．親睦・出席委員会 

     出席報告・スマイル発表・事業所創立記念日 

   Ｂ．その他 

７．臨時総会 決算・予算について 

９．閉会点鐘 

   【次回(第1403回)例会のご案内】 
   7月31日(月) 12：30～米子全日空ホテル 
 【卓話】「鳥取県経済同友会とこの地域について思う事 」 
          松村順史会員 

【運営方針】 

会員増強・退会防止担当理事          鶴田 和彦 

 ロータリーの奉仕の理想を広めることはロータリアンの責務

であります。そのためには常に新しい血が注がれなければな

りません。そして同時に退会防止への努力も大切でありま

す。会員増強と退会防止への努力があってこそクラブの活力

が維持増大します。これらへの不断の努力の必要なゆえん

であります。 

 幸いなことに昨年度開催されたＲＩ規定審議会では、入会

金の廃止等会員増強に向けての大胆な規約改正もなされ

て、クラブごとの柔軟な運営も可能となっております。竹ノ内

会員増強委員長と連携のもと活動してまいります。 

 会員諸兄のご理解ご協力をよろしくお願い致します。 

 

クラブ広報・Ｒ情報担当理事           長谷川 義明 

 会長方針の下、地区大会・IMへの参加促進。マスコミ等を

利用した奉仕活動やその他クラブの活動広報を行い公共イ

メージと認知度の向上を目指します。インフォーメーション、

IDMを開催いたします。  

 

奉仕プロジェクト担当理事             大江 民樹 

会長方針に基づき、職業奉仕委員会、社会奉仕委員会、

国際奉仕委員会を担当し指導・助言をいたします。 

「南の森」環境保全活動、「しいたけ栽培」の事業を継承し

少年軟式学童野球を通じた青少年育成事業も継続してまい

ります。 

本年度は地区補助金の活用も申請していただき、助言も

してまいります。 

各委員長さん方には、地区スローガン「ＴＡＫＥ ＡＣＴＩＯＮ」

で行動して頂きたいと思います。 

各委員会が円滑な運営が出来る様に、未熟者ですがサポー

トしていきますので、宜しく御願い致します。 

                     （裏面へ） 

お 知 ら せ  

・臨時理事会…7/24(月）13：30～米子全日空ホテル 

・午輪句会…7/24（月）18：00～美さご 

・地区ｸﾗﾌﾞ雑誌・広報委員長会議 

      …8/6（日）13：30～倉敷アイビースクエア 

・定例理事会…8/7（月）13：30～米子全日空ホテル 

・井上ガバナー補佐を迎えてのクラブ協議会 

        …8/7（月）18：30～米子全日空ホテル 

・例会休会…8/14(月）定款８条により 

・米子南RC懇親ｺﾞﾙﾌ会…8/27(日)大山平原ｺﾞﾙﾌｸﾗﾌﾞ 

・ｶﾞﾊﾞﾅｰ公式訪問…8/28(月）12：30～米子全日空ﾎﾃﾙ 

日時：2017年7月24日(月)12：30～ 

会場：米子全日空ホテル 

８．【卓話】「第44回米子がいな祭について」 

      第44回米子がいな祭企画実行本部 

            本部長 中元啓介 氏 

スマイル  

 吹野正和会員…本日の卓話、鶴田理事、長谷川理事、

大江理事、高野理事運営方針宜しくお願いします。 



 

 ロータリー財団担当理事              高野 誠司 

吹野会長の方針を受けて以下の３点を委員会目標とし、ロータリー財団への理解を深める。 

① R財団・米山記念奨学会への支援。 

    寄付に対する会員のモチベーションが高まる情報の提供と例会で財団に関する 

プログラムを企画する。 

② ロータリーカードの普及のお願い。 

    2690地区でのロータリーカードの普及率は31.5％であり、米子南ロータリークラブは 

24.6％ 普及率が上がるように会員に要請する。 

③ 関係委員会と連携し地区補助金事業の活用。 

    昨年12月に開催された次期 地区補助金管理セミナーに参加し、新年度補助金事業の 

申請の方針で、地区補助金小委員会に出向の大屋会員のアドバイスを受けながら 

久し振りの補助金事業に取り組む。 

 


